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3月定例会視点・論点
3月定例会において、各常任委員会で議論となったものを各委員長がまとめたものです。

総
務
委
員
会

　
付
託
議
案
八
件
の
う
ち
、
主
な
審

査
結
果
の
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

　
第
十
三
号
議
案
平
成
十
七
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）
は
、

本
年
度
予
算
計
上
さ
れ
た
が
、
最
終

的
に
執
行
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
な
ど

が
審
査
さ
れ
、
全
員
が
賛
成
し
た
。

　
今
回
の
付
託
議
案
の
中
に
は
、
国

の
国
民
保
護
法
制
定
に
基
づ
く
条
例

制
定
等
が
二
議
案
あ
り
、
平
時
か
ら

戦
争
に
備
え
る
体
制
づ
く
り
に
は
賛

成
で
き
な
い
と
の
反
対
討
論
が
出
さ

れ
た
が
、
二
議
案
と
も
賛
成
四
、
反

対
一
に
よ
り
可
決
し
た
。

　
第
三
十
一
号
議
案
か
ら
第
三
十
三

号
議
案
ま
で
は
、
市
職
員
の
給
与
を

国
家
公
務
員
の
給
与
構
造
改
革
に
鑑

み
、
全
体
と
し
て
平
均
四
・
八
％
引

き
下
げ
、
年
功
的
な
給
与
上
昇
要
因

を
抑
制
し
、
勤
務
実
績
を
反
映
す
る

給
与
構
造
に
転
換
す
る
も
の
等
の
改

正
で
あ
る
。
討
論
に
お
い
て
今
回
の

改
正
は
、
職
員
給
与
の
大
幅
な
引
き

下
げ
で
あ
り
、
ま
た
昇
給
、
昇
任
に

能
力
給
を
導
入
す
る
こ
と
は
公
務
員

に
は
馴
染
ま
な
い
と
の
反
対
意
見
が

出
さ
れ
た
が
、
採
決
の
結
果
賛
成
四
、

反
対
一
で
三
議
案
と
も
可
決
し
た
。

　

文
教
委
員
会

　
付
託
議
案
三
件
と
報
告
一
件
を
慎

重
に
審
査
し
、
全
議
案
を
可
決
し
た
。

第
二
九
号
議
案
「
福
岡
都
市
圏
南
部

環
境
事
業
組
合
規
約
に
関
す
る
協
議

に
つ
い
て
」
は
、
可
燃
ご
み
処
理
に

関
す
る
事
務
を
本
市
、
福
岡
市
、
大

野
城
市
、
太
宰
府
市
及
び
那
珂
川
町

に
お
い
て
共
同
処
理
す
る
た
め
、
福

岡
都
市
圏
南
部
環
境
事
業
組
合
を
設

け
る
内
容
で
あ
る
。
可
燃
ご
み
の
中

間
処
理
及
び
最
終
処
分
場
の
建
設
ま

で
の
日
程
、
基
本
協
定
書
、
廃
棄
物

の
焼
却
に
つ
い
て
な
ど
も
審
査
し
た
。

可
燃
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
予
定
地

を
決
定
す
る
前
後
の
時
期
に
お
い
て

周
辺
住
民
へ
の
説
明
を
十
分
に
す
る

こ
と
、
ま
た
処
理
施
設
建
設
に
要
す

る
費
用
負
担
に
つ
い
て
は
基
金
と
し

て
の
積
み
立
て
な
ど
計
画
的
な
取
り

組
み
を
す
る
こ
と
を
要
望
し
た
。

　
報
告
第
一
号
は
平
成
十
八
年
二
月

十
五
日
に
な
さ
れ
た
損
害
賠
償
請
求

事
件
（
春
日
原
小
学
校
避
難
訓
練
事

故
）
の
判
決
に
対
す
る
控
訴
を
専
決

処
分
す
る
内
容
で
あ
る
。
経
過
と
控

訴
の
理
由
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

全
員
が
承
認
し
た
。

　

厚
生
委
員
会

　
今
定
例
会
で
当
委
員
会
に
付
託
を

受
け
た
補
正
予
算
案
件
三
件
、
予
算

案
件
三
件
、
条
例
案
件
四
件
に
つ
い

て
審
査
し
、
す
べ
て
全
員
賛
成
で
可

決
し
た
。
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施

行
さ
れ
る
に
当
た
り
、
重
度
身
障
者

医
療
費
に
関
し
て
一
部
改
正
が
図
ら

れ
た
。
又
、
そ
れ
に
関
連
し
て
、
障

害
者
が
自
立
す
る
た
め
に
は
あ
る
一

定
の
収
入
が
必
要
な
の
で
就
労
支
援

も
何
ら
か
の
対
策
を
考
慮
す
べ
き
だ

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
介
護
保

険
事
業
の
重
要
な
役
割
り
を
行
う
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

の
設
置
、
運
営
に
つ
い
て
は
当
該
セ

ン
タ
ー
の
公
正
性
お
よ
び
中
立
性
を

確
保
し
適
正
な
運
営
が
図
ら
れ
る
こ

と
を
審
議
し
た
。
春
日
市
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員
会
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
は
介
護
保
険
事
業
に
お

け
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
運
営

に
必
要
な
事
項
を
審
議
し
、
当
該
サ

ー
ビ
ス
の
適
正
な
運
営
が
図
ら
れ
る

よ
う
要
望
し
た
。
新
し
く
改
正
さ
れ

た
介
護
保
険
事
業
で
は
、
税
制
改
正

に
よ
る
納
税
者
の
負
担
増
の
緩
和
措

置
が
な
さ
れ
た
と
は
言
え
、
そ
れ
に

見
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
る
よ

う
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

建
設
委
員
会

　
ま
ず
、
付
託
を
受
け
た
平
成
十
七

年
度
の
特
別
会
計
補
正
予
算
案
件
、

三
件
に
つ
い
て
は
全
員
賛
成
で
可
決

さ
れ
た
。
特
に
「
都
市
開
発
資
金
事

業
」
と
「
駐
車
場
事
業
」
の
繰
越
金

に
つ
い
て
、
明
確
に
な
っ
た
時
点
で

計
上
す
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

次
に
付
託
さ
れ
た
議
案
九
件
に
つ
い

て
審
査
を
行
い
、
管
理
す
る
た
め
の

改
正
に
伴
う
、
都
市
公
園
条
例
関
係
、

Ｊ
Ｒ
春
日
駅
前
駐
車
場
の
駐
車
料
金

の
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
制
定
、
市

道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定
に
つ
い
て

は
全
員
賛
成
で
可
決
、
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
平
成
十
八
年
度
の
特
別
会
計
予

算
案
件
、
「
駐
車
場
事
業
」
、
「
土

地
取
得
事
業
」
、
「
下
水
道
事
業
」

の
三
件
に
つ
い
て
も
全
員
賛
成
で
可

決
さ
れ
た
が
、
特
に
「
駐
車
場
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
の
借
入
金
を

一
括
返
済
し
、
事
業
変
更
の
裁
量
権

を
確
保
す
べ
き
と
の
賛
成
討
論
が
な

さ
れ
た
。
国
民
保
護
の
措
置
に
関
す

る
法
律
等
の
規
定
に
基
づ
き
制
定
さ

れ
た
「
国
民
保
護
対
策
関
連
条
例
の

二
議
案
」
に
つ
い
て
は
賛
成
三
、
反

対
一
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

　
議
員
提
出
議
案
　 

　 

１
件

▽
予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　 

　[

原
案
可
決]

　
　
予
算
の
審
査
に
当
た
っ
て
は
、

　
広
い
視
野
に
よ
る
総
合
的
な
審
査

　
が
必
要
で
あ
り
、
予
算
を
よ
り
深

　
く
具
体
的
に
審
査
し
、
将
来
の
財

　
政
運
営
の
健
全
な
発
展
に
反
映
さ

　
せ
る
た
め
、
議
員
全
員
に
よ
る
予

　
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る

　
も
の
。
委
員
会
で
は
、
委
員
長
に

　
古
川
詳
翁
議
員
、
副
委
員
長
に
前

　
田
俊
雄
議
員
を
選
出
し
た
。

　
意
　
見
　
書
　
　
　  

１
件

　
　
市
議
会
は
、
次
の
議
員
提
出
の

　
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
可
決
し
た
意
見
書
は
、
政
府
関

　
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

▽｢

事
業
仕
分
け｣

に
よ
る
行
財
政
の

　
効
率
化
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　 [

原
案
可
決]

　
（
要
旨
）

　
　
国
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
さ

　
せ
な
い
た
め
に
は
、
国
の
全
事
業

　
を
洗
い
直
す｢

事
業
仕
分
け｣

を
実

　
施
し
て
大
幅
な
歳
出
見
直
し
・
削

　
減
を
行
い
、
行
財
政
の
効
率
化
を

　
図
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

  

陳
情
・
要
望
等
　
　 

３
件

▽｢

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
安
易
な
民
間

　
解
放
は
行
わ
ず
、
充
実
を
求
め
る

　
意
見
書｣

提
出
に
関
す
る
陳
情

　
　
　
　
　 

﹇
総
務
委
員
会
に
送
付
﹈

　
　
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
安
易
な
民
間

　
解
放
や
市
場
化
テ
ス
ト
は
導
入
せ

　
ず
、
ま
た
画
一
的
な
公
務
員
の
純

　
減
は
行
わ
ず
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

　
充
実
を
図
る
よ
う
意
見
書
を
政
府

　
に
送
付
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
。

▽
国
の
責
任
を
患
者
・
地
方
自
治
体

　
に
転
嫁
す
る｢

医
療
制
度
改
革｣

反

　
対
す
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

　
陳
情
　
　 

﹇
厚
生
委
員
会
に
送
付
﹈

　
　
二
〇
〇
六
年
通
常
国
会
で
審
議

　
さ
れ
る｢

医
療
制
度
構
造
改
革
案｣

　
に
反
対
す
る
意
見
書
を
政
府
に
送

　
付
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
。

▽
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
、
い
き
い
き

　
ル
ー
ム
利
用
時
間
等
に
関
す
る

　
陳
情
　
　 

﹇
厚
生
委
員
会
に
送
付
﹈

　
　
い
き
い
き
ル
ー
ム
の
夜
間
利
用

　
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
勤
労
者
及
び

　
一
部
の
主
婦
が
利
用
不
可
能
と
な

　
る
た
め
、
夜
間
継
続
利
用
者
と
し

　
て
時
間
の
延
長
等
を
求
め
る
も
の
。

議決結果（賛否が分かれた案件）
※その他の案件については全員賛成で可決されました。

創政会［無所属⑥］
みらい［無所属④］
公明党［公明党④］

かすが21［無所属② 社民党①］
近未来春日塾［無所属③］
日本共産党［日本共産党②］

※友　英司議員（創政会）は議長職のため、表決権はありません。

※各会派の所属議員の党派は次のとおり ○賛成　●反対
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一 

般 

質 

問
　
三
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、十
五
日
、十
六
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
二
日
間
で
、十
二
名
の
議
員
が
登
壇
し
、市
政

全
般
に
つ
い
て
、十
四
項
目
に
わ
た
り
、質
問
を
行
い

ま
し
た
。

　
の
ぐ
ち
　  

　 

あ
け
み

む
ら 

や
ま
　   

ま
さ  

み

つ
か
も
と
　    

よ
し
は
る

問

問

問

答

答

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
予
算
の

審
査
で
は
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、
国

の
三
位
一
体
改
革
に
伴
う
市
財
源
の

変
動
・
影
響
、
特
に
後
年
度
財
源
補

填
さ
れ
る
も
の
、
交
付
税
の
理
論
値

と
実
際
の
交
付
額
、
歳
入
状
況
の
チ

ェ
ッ
ク
等
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
委
員
か
ら
百

十
八
事
業
に
つ
い
て
、
各
事
業
内
容

に
対
す
る
質
問
や
疑
問
と
と
も
に
、

実
施
に
当
た
っ
て
よ
り
効
果
を
上
げ

る
た
め
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
論
が
集
中
し
た
の
は
、
職
員
の

採
用
、
財
政
力
指
数
の
現
状
と
経
常

収
支
比
率
上
昇
の
理
由
、
春
日
市
文

化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
に
関
す
る
も

の
、
道
路
維
持
・
公
園
管
理
費
、
春

日
原
再
開
発
関
係
、
小
学
校
の
調
理

事
業
、
銀
行
・
労
金
預
託
金
、
地
区

関
係
費
、「
弥
生
の
里
ス
プ
リ
ン
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
、
同
和
関
係
補
助
金
、

生
活
保
護
費
返
還
、
配
食
サ
ー
ビ
ス

等
で
し
た
。
ま
た
、
生
活
保
護
者
の

厳
正
な
認
定
、
収
納
率
向
上
努
力
、

予
算
執
行
に
当
た
っ
て
は
節
約
し
、

市
民
要
求
に
最
大
限
対
応
す
る
よ
う

要
望
す
る
意
見
が
出
さ
れ
、
採
決
の

結
果
十
八
対
二
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

白水小学校のすまいるクラブ

　
施
政
方
針
に
つ
い
て

　
　
　
　

野
口
　
明
美 

議
員

　
施
政
方
針
に
、
西
南
地
区
の

児
童
セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
、

本
年
度
そ
の
建
設
準
備
に
向
け
て
設

計
、
業
務
等
に
着
手
す
る
と
述
べ
ら

れ
て
お
ら
れ
る
が
、
具
体
的
な
場
所

と
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
問
う
。

ま
た
こ
の
件
に
つ
い
て
は
建
設
期
間

中
に
事
故
の
な
い
よ
う
に
安
全
に
留

意
し
て
い
た
だ
き
、
最
初
か
ら
駐
車

ス
ペ
ー
ス
を
し
っ
か
り
確
保
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

　
次
に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て
問
う
。
大
規
模
解
消
の
施
策
の

一
つ
と
し
て
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業

の
導
入
を
早
期
実
施
で
き
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
が
、
こ
の
事
業
に
つ
い

て
の
市
長
の
お
考
え
を
尋
ね
る
。

　
ま
た
延
長
保
育
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る

こ
と
に
対
し
て
の
お
考
え
を
尋
ね
る
。

再
に
民
設
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

対
し
て
何
ら
か
の
本
市
の
支
援
が
必

要
で
あ
る
と
思
う
が
見
解
を
尋
ね
る
。

　
児
童
セ
ン
タ
ー
の
建
設
地
は
、

西
小
学
校
内
を
予
定
、
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
十
八
年
度
設
計

と
植
木
移
設
、
十
九
年
度
以
降
に
建

設
を
考
え
て
い
る
。
利
用
者
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
は
、
計
画
の
中
で
十
分
検

討
す
る
。

　
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業
の
導
入
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
協
議
し
て
い
く
が
、

事
業
拡
大
に
対
し
、
当
法
人
が
実
施

す
る
の
が
難
し
い
。
ま
た
、
こ
れ
が

新
規
事
業
で
、
効
果
、
継
続
性
、
安

定
性
等
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、

今
暫
く
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。
延

長
保
育
を
求
め
る
声
が
あ
る
こ
と
は

十
分
理
解
す
る
が
、
こ
れ
が
一
方
で

は
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
大
規
模
化
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
よ
う
で
、
実
施

に
つ
い
て
は
十
分
検
討
し
た
い
。

民
設
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
に
つ
い
て
は
、

国
、
県
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
研
究

し
、
関
係
者
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
施
政
方
針
に
つ
い
て

村
山
　
正
美 

議
員

　

　
生
活
保
護
の
申
請
に
申
請
用

紙
を
渡
さ
ず
帰
ら
せ
た
例
が
何

件
も
あ
る
。
福
祉
資
金
は
保
護
認
定

ま
で
の
つ
な
ぎ
資
金
で
市
が
独
自
に

創
設
し
た
制
度
で
あ
る
が
、
そ
の
福

祉
資
金
の
貸
付
が
急
激
に
減
少
し
て

い
る
。
困
窮
者
の
実
態
に
心
を
配
ら

な
い
市
政
の
実
態
が
現
れ
て
い
る
。

　
職
員
互
助
会
の
実
態
の
見
直
し
は
、

全
体
の
奉
仕
者
を
つ
く
る
大
事
な
過

程
で
あ
る
が
、
権
力
で
の
職
員
互
助

会
補
助
金
の
削
減
で
、
今
、
職
員
に

あ
る
の
は
「
市
長
は
我
々
を
見
て
く

れ
て
い
な
い
」
の
声
で
あ
る
。

　
市
債
残
高
の
減
少
は
、
無
駄
を
省

く
と
共
に
、
一
方
で
は
、
福
祉
の
切

り
捨
て
、
公
共
料
金
の
引
き
上
げ
、

増
税
な
ど
を
行
い
な
が
ら
繰
り
上
げ

償
還
を
行
っ
た
結
果
で
あ
る
。

　
こ
の
様
な
市
政
の
実
態
で
職
員
と

一
体
と
な
っ
て
市
民
に
理
解
さ
れ
る

市
政
が
実
現
出
来
る
の
か
。

　
相
談
者
の
立
場
を
し
っ
か
り

と
受
け
と
め
、
説
明
に
当
た
っ

て
は
、
言
葉
の
や
り
と
り
や
表
現
の

仕
方
な
ど
に
工
夫
し
、
食
い
違
い
等

が
生
じ
な
い
よ
う
十
分
配
慮
し
、
生

活
保
護
制
度
の
適
正
な
運
用
と
対
応

に
努
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
今
後

と
も
制
度
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
対
象

者
へ
の
よ
り
一
層
の
周
知
に
努
め
る
。

　
い
ま
一
度
原
点
に
戻
り
、
見
直
し

に
向
け
て
事
業
全
体
に
わ
た
り
検
討

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
職
員
や
市

民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
福
利

厚
生
事
業
を
目
指
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

　
財
政
の
健
全
化
を
最
重
要
課
題
の

一
つ
と
し
て
と
ら
え
、
可
能
な
限
り

起
債
は
抑
制
し
、
ま
た
繰
上
げ
償
還

に
よ
っ
て
後
年
度
負
担
を
軽
減
し
、

こ
の
難
局
を
乗
り
切
り
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

 

　
施
政
方
針
に
つ
い
て

塚
本
　
良
治 
議
員

　
一 

福
祉
の
支
援
に
つ
い
て

①｢

障
害
者
自
立
支
援
法｣

に
対

し
て｢

就
労
支
援｣

が
必
要
と
思
う
が
、

本
市
と
し
て
の
取
り
組
み
は
②｢

春

日
市
障
害
福
祉
計
画｣

を
障
害
の
あ

る
方
と
地
域
の
関
わ
り
を
含
め
て
、

ど
う
策
定
を
し
て
い
く
の
か
③
地
域

福
祉
の
推
進
の
計
画
の
中
身
④
社
会

福
祉
協
議
会
の
地
域
福
祉
で
の
位
置

づ
け
は
⑤
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
⑥
児
童
セ
ン
タ
ー
の
建
設
準

備
に
着
手
、
そ
の
構
想
は
⑦
歯
科
休

日
急
患
診
療
で
の
市
が
負
担
す
る
費

用
と
推
定
人
数
は

二 

教
育
の
充
実
に
つ
い
て

①
地
域
運
営
学
校
の
進
捗
状
況
は

②
二
学
期
制
導
入
で
保
護
者･

生
徒

教
師
の
混
乱
は
な
か
っ
た
か
③
子
ど

も
の
安
全
を
守
る
校
区
連
絡
協
議
会

の
充
実
を
④
校
区
編
成
の
通
学
審
議

会
の
内
容
⑤
地
域
と
の
連
携
を
含
め

校
区
自
由
選
択
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

平成18年度　一般会計予算�
総　額 256億5，432万8千円（対前年度比8.7％減）

区　 　　分 構 成 比（％）予 算 額（千円）

10,930,963
4,173,180
3,152,776
1,053,119
1,473,200
4,871,090

25,654,328

42.6
16.3
12.3

4.1
5.7

19.0
100.0

市 税
地 方 交 付 税
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
市 債
そ の 他
合 　 　 計

区　 　　分 構 成 比（％）予 算 額（千円）

264,322
2,156,083
9,186,949
3,348,318
3,781,265
2,814,341
2,661,631
1,441,419

25,654,328

1.0
8.4

35.8
13.1
14.7
11.0
10.4

5.6
100.0

議 会 費
総 　務 　費
民　 生 　費
教　 育 　費
公　 債 　費
土　 木　 費
衛　 生　 費
そ の 他
合 　 　 計

【 歳 出 】【 歳 入 】

歳  出歳  入

35.8％
民生費

13.1％
教育費

14.7％
公債費

11.0％
土木費

10.4％
衛生費

8.4％
総務費

5.6％
その他

1.0％
議会費

42.6％
市税

16.3％
地方交付税

12.3％
国庫支出金

4.1％
県支出金

5.7％
市債

19.0％
その他


